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(百万円未満切捨て)

１．2027年3月期第1四半期の連結業績（2026年4月1日～2026年6月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 35,718 31.4 10,806 22.4 7,469 18.5
2026年3月期第1四半期 27,189 14.7 8,830 71.8 6,304 69.9

(注) 包括利益 2027年3月期第1四半期 5,515百万円(△46.9％) 2026年3月期第1四半期 10,396百万円(－％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年3月期第1四半期 115.95 115.88
2026年3月期第1四半期 98.42 98.35

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 6,172,761 248,990 4.0
2026年3月期 6,118,931 248,566 4.0

(参考) 自己資本 2027年3月期第1四半期 247,924百万円 2026年3月期 247,480百万円

(注) 「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 － 58.00 － 79.00 137.00
2027年3月期 －
2027年3月期(予想) 78.00 － 26.00 －

(注) １．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２．当行は、2026年10月1日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株式分割を実施する予定です。

2027年3月期（予想）の１株当たり期末配当金は当該株式分割の影響を考慮した金額を記載し、１株当たり年

間配当金合計は「－」としております。なお、株式分割を考慮しない場合の2027年3月期（予想）の１株当た

り期末配当金は78円00銭、１株当たり年間配当金額は１株当たり156円00銭となります。

３．2027年3月期の連結業績予想（2026年4月1日～2027年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,000 22.7 12,200 36.6 63.13
通期 36,600 13.1 25,000 14.6 129.37

(注) １．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．予想１株当たり当期純利益については、「２.配当の状況」に注記した株式分割が2027年3月期の期首に行われ

たものと仮定して算出しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の予想１株当たり当期純利益は、

第２四半期（累計）で189円40銭、通期で388円11銭となります。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年3月期１Ｑ 67,300,000株 2026年3月期 67,300,000株

② 期末自己株式数 2027年3月期１Ｑ 2,887,845株 2026年3月期 2,885,206株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年3月期１Ｑ 64,413,409株 2026年3月期１Ｑ 64,064,093株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、預金等利息が増加したもの

の、貸出金利息が増加したことなどにより、資金利益は増加しました。また、株式等関係損益や役

務取引等利益は増加したものの、国債等債券損益は減少しました。

以上などにより、経常収益は前年同期比85億29百万円増加の357億18百万円、経常費用は前年同

期比65億53百万円増加の249億11百万円、経常利益は前年同期比19億76百万円増加の108億6百万円

となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比11億65百万円増加の74億69百万円とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が6兆1,727億円、純

資産が2,489億円となりました。

貸出金につきましては、中小企業向け貸出等が増加したことなどから、前連結会計年度末比484

億円増加の4兆3,930億円となりました。

預金・譲渡性預金につきましては、前連結会計年度末比1,568億円増加の5兆1,023億円となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間における実績が業績予想に

対して順調に推移しているため、2026年５月14日に公表しました業績予想から変更しておりませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

現金預け金 837,737 842,299

買入金銭債権 0 0

商品有価証券 0 0

金銭の信託 8,497 8,465

有価証券 795,229 784,872

貸出金 4,344,661 4,393,085

外国為替 3,446 3,484

その他資産 54,725 65,561

有形固定資産 35,906 35,861

無形固定資産 3,736 3,782

退職給付に係る資産 34,357 34,489

繰延税金資産 11,203 11,571

支払承諾見返 8,899 8,423

貸倒引当金 △19,471 △19,137

資産の部合計 6,118,931 6,172,761

負債の部

預金 4,825,077 4,993,801

譲渡性預金 120,436 108,533

コールマネー及び売渡手形 ― 10,000

売現先勘定 4,892 4,829

債券貸借取引受入担保金 116,443 58,007

借用金 726,997 674,084

外国為替 677 524

その他負債 64,972 63,514

退職給付に係る負債 24 24

睡眠預金払戻損失引当金 36 26

偶発損失引当金 443 507

本店建替損失引当金 1,227 1,227

繰延税金負債 237 265

支払承諾 8,899 8,423

負債の部合計 5,870,365 5,923,770

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 2,793 2,793

利益剰余金 189,932 192,312

自己株式 △4,742 △4,743

株主資本合計 268,080 270,459

その他有価証券評価差額金 △27,523 △29,135

繰延ヘッジ損益 △31 △23

退職給付に係る調整累計額 6,954 6,624

その他の包括利益累計額合計 △20,600 △22,535

新株予約権 62 62

非支配株主持分 1,023 1,004

純資産の部合計 248,566 248,990

負債及び純資産の部合計 6,118,931 6,172,761
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

経常収益 27,189 35,718

資金運用収益 16,980 20,669

(うち貸出金利息) 12,627 15,818

(うち有価証券利息配当金) 3,288 3,221

役務取引等収益 4,705 5,094

その他業務収益 2,647 3,766

その他経常収益 2,856 6,186

経常費用 18,358 24,911

資金調達費用 3,271 4,773

(うち預金利息) 1,972 3,582

役務取引等費用 1,474 1,480

その他業務費用 3,151 7,381

営業経費 9,122 9,754

その他経常費用 1,340 1,522

経常利益 8,830 10,806

特別利益 4 ―

固定資産処分益 4 ―

特別損失 59 4

固定資産処分損 2 4

減損損失 57 ―

税金等調整前四半期純利益 8,775 10,802

法人税、住民税及び事業税 2,212 2,866

法人税等調整額 255 483

法人税等合計 2,467 3,349

四半期純利益 6,307 7,452

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

2 △16

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,304 7,469
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 6,307 7,452

その他の包括利益 4,088 △1,936

その他有価証券評価差額金 4,381 △1,613

繰延ヘッジ損益 △48 7

退職給付に係る調整額 △244 △330

四半期包括利益 10,396 5,515

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,393 5,533

非支配株主に係る四半期包括利益 2 △18
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他 合 計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額銀行業

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

24,442 2,747 27,189 － 27,189

セグメント間の内部
経常収益

88 479 567 △567 －

計 24,530 3,226 27,757 △567 27,189

セグメント利益 8,471 361 8,833 △2 8,830

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、事務代行業

務、職業紹介業務、信用保証業務、リース業務、投資業務、クレジットカード業務、プロ
グラム作成・販売、計算受託業務を含んでおります。

３ セグメント利益の調整額△2百万円は、セグメント間取引消去であります。
４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、一部の固定資産について、割引前将来キャッシュ・フロ

ーの総額が帳簿価額に満たないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、57百万円であり

ます。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他 合 計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額銀行業

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

32,929 2,788 35,718 － 35,718

セグメント間の内部
経常収益

118 582 700 △700 －

計 33,047 3,370 36,418 △700 35,718

セグメント利益 10,580 196 10,777 29 10,806

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、事務代行業

務、職業紹介業務、信用保証業務、リース業務、投資業務、クレジットカード業務、プロ
グラム作成・販売、計算受託業務を含んでおります。

３ セグメント利益の調整額29百万円は、セグメント間取引消去であります。
４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。



（株）紀陽銀行（8370） 2027年３月期 第１四半期決算短信

8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 779百万円 818百万円
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２０２７年３月期　第１四半期決算について ２０２６年８月３日

＜業績概要（単体）＞

＜顧客向けサービス業務利益＞ ＜顧客向けサービス業務利益　増加要因＞

株式会社　紀陽銀行

（注） 業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。

○当第１四半期の経営成績につきましては、貸出金利息の増加が預金等利息の増加を上回ったことなどによ
り資金利益が増加したことや、役務取引等利益が増加したことなどから、コア業務純益は前年同期比２８
億円増加の１０２億円となりました。その他、引き続き政策投資株式の売却による縮減や低利回りの国内
債の売却なども実施し、経常利益は前年同期比２１億円増加の１０５億円、四半期純利益は前年同期比
１３億円増加の７３億円となりました。

○「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置付けている顧客向けサービス業務利益は、貸出金平残の
増加や預貸金利回差の拡大、及び役務取引等利益が増加したことから、前年同期比１５億円増加の６４億
円となり、順調に推移しております。
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2024/6 2025/6 2026/6

（億円）

※顧客向けサービス業務利益

＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

（単位：百万円）

前年同期比

1 14,900 △  425 15,325 

2 15,950 2,214        13,736 

3 うち貸出金利息 15,873 3,218        12,655 

4 うち有価証券利息配当金 3,223 △  66 3,289 

5 うち投資信託解約損益 13 △  214 227 

6 うち預金等利息（△） 3,829 1,797        2,032 

7 2,807 377          2,430 

8 うち役務取引等収益 4,586 460          4,126 

9 うち役務取引等費用（△） 1,779 84           1,695 

10 △ 3,857 △  3,016 △ 841 

11 うち国債等債券損益 △ 4,864 △  3,962 △ 902 

12 9,541 715          8,826 

13 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 5,359 △  1,140 6,499 

14 うちコア業務純益 10,223 2,822        7,401 

15 うちコア業務純益（除く投資信託解約損益） 10,210 3,037        7,173 

16 189 20            169

17 業務純益 5,169 △  1,160 6,329 

18 5,411 3,271        2,140 

19 457 △  370 827 

20 うち償却債権取立益 44 △  185 229 

21 4,612 2,863        1,749 

22 経常利益 10,581 2,111        8,470 

23 △ 4 51           △ 55 

24 3,276 840          2,436 

25 四半期純利益 7,300 1,322        5,978 

26 与信コスト総額（△） 603 △  133 736 

27 6,409        1,539        4,870        

うち株式等関係損益

特別損益

法人税等（△）

顧客向けサービス業務利益

その他業務利益

経費（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

臨時損益

うち不良債権処理額（△）

2027年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期

業務粗利益　

資金利益

役務取引等利益

（億円）

1



株式会社　紀陽銀行

＜貸出金残高＞ ＜貸出金利息・貸出金利回 ＞

＜役務取引等収益＞ ＜経費＞

＜コア業務純益・経常利益・四半期純利益＞ ＜単体・連結最終利益＞

＜通期業績予想に対する進捗率＞ ＜自己資本比率＞
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四半期純利益＜単体＞

親会社株主に帰属する四半期純利益＜連結＞
（億円）
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※除く投資信託解約損益
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